
本体を静かに起こし、 、 上段用背板を差しこみ、⑤上段用天板をＡネジで本体に取り付けます。
この際、床を傷つけないよう、ダンボールや柔らかい布などを床に敷いて作業を行って下さい。
さらにＧ棚ダボをお好みの位置に取り付け、⑲、⑳の各可動棚板を静かに乗せます。
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⑤

※本体と天板にすき間が開く場合は、背板が上下の溝に奥までしっかりと
入っているかをご確認ください。

扉側

本体側

※ドアヒンジの詳しい調整方法は
別紙をご覧下さい。

先に(i)扉側にヒンジを取り付け、
次に(ii)本体側にヒンジを取り付けます。

(i)(ii)

I戸当り

＊戸当りは左図のように、
３枚ガラス扉全ての下側と、
一番右の扉の上部分に付けます。

の上段用ガラス扉にＢ取っ手を取り付け、扉にＥドアヒンジを取り付けます。
I戸当たりシールを貼って、本体下段部分の完成です。

これまでに組み立てた上段部と下段部を合体させます。

⑥下段用天板にＤカムロックボルトを取り付けます。さらに上段部の側板にＤカムロック受けを取り付け、
上段部と下段部をボンドとカムロックを使ってしっかりと固定します。

カムロックの詳しい取り付け方は、

①ページ目をご参照下さい。

※この工程は、必ず2人以上で行ってください。

カムロック受けは、三角の目印が
穴の開いている向きに来るように
取り付けます。


